
【新たなガイドライン】

おおの

 
まさし

解説／大野雅史
スポーツ庁

地域スポーツ課課長補佐
京都府出身。2008年に文部科学省
に入省。文化庁著作権課、大臣官房
総務課法令審議室、幼児教育課など
を経て、’21年4月から2年間、島根県
教育委員会に出向し、教職員の採用・
人事や働き方改革などを担当。その
後、復興庁およびスポーツ庁政策課
（スポーツ戦略官）を経て、’25年4月か
ら現職。

〈連載〉

第24回
2026年度から新たに「改革実行期間」がスタートし、中学校部活動の地域展開などの取り
組みが新たなフェーズ（局面）を迎える。今号では、改革の背景・経緯を確認したうえで、
文部科学省が定めた新たなガイドラインの内容や関連予算のポイントなどに迫る。

令
和
の
部
活
動
改
革「
部
活
動
が
変
わ
る
、未
来
が
広
が
る
」

〜
学
校
と
地
域
の
共
創
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
進
化
〜

新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
新
た
な
補
助
制
度

2
0
2
6
年
度
か
ら
新
た
に「
改
革
実
行
期
間
」が
ス
タ
ー
ト
！

部活動改革、その先へ部活動改革、その先へ

■地域クラブ活動に関する認定制度の認定要件
事項 主な内容

①活動の目的・理念 ・学校部活動が担ってきた教育的意義の継承・発展、生徒の豊かで幅広い活動機会の保障
（選抜等を行わず、参加を希望する生徒を幅広く受け入れることを含む）

②活動時間・休養日 ・平日は１日２時間程度以内、休日は１日３時間程度以内
・週２日以上の休養日を設定（休日のみ活動する場合は、原則、土日どちらかを休養日に設定）

③参加費等 ・活動の維持・運営に必要な範囲で可能な限り低廉な参加費等を設定（国が示す目安を踏まえる）

④指導体制

・暴力・暴言・ハラスメント・いじめ等の不適切行為の防止徹底（日本版DBSの活用を含む）
・市区町村等が定める研修を受講し、登録された指導者等による指導（※）
（※）「認定地域クラブ活動指導者」登録制度を構築（研修メニュー例、登録要件・手続等、不適切
行為への対応等について規定）

⑤安全確保 ・生徒の健康状態や気温等を考慮した適切な活動、施設・設備等の点検、緊急時の連絡体制整備
・怪我等を補償する保険及び個人賠償責任保険への加入（参加者及び指導者等）

⑥運営体制 ・関係法令の遵守、規約等の作成・公表、公正かつ適切な会計処理、営利を主目的とせずに運営

⑦学校等との連携 ・活動方針やスケジュール、生徒の活動状況等に関する情報共有
（※）円滑な実施の観点から、一定期間の経過措置を設ける（原則として令和８［2026］年度末まで）

　
ス
ポ
ー
庁
で
は
、公
立
中
学
校
な

ど
を
主
な
対
象
と
し
て
、部
活
動
の

「
地
域
展
開
」（
地
域
が
主
体
と
な
る

「
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」へ
の
展
開
）お
よ

び「
地
域
連
携
」（
部
活
動
指
導
員
の

配
置
や
合
同
部
活
動
の
実
施
な
ど
）

（
以
下
ま
と
め
て「
地
域
展
開
な
ど
」）

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
急
激
な
少
子
化
の
進
展
に

伴
い
学
校
の
規
模
が
縮
小
す
る
な
か

で
、学
校
単
位
で
の
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
実
施
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。ま
た
、学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
や
専
門
性
の
観
点
か
ら
教
師
の
み

に
頼
る
指
導
体
制
は
維
持
で
き
な
く

な
って
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、地
域
全
体
で
子
ど
も
た

ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え
る
仕
組

み
の
構
築
が
必
要
で
す
。そ
れ
に
よ

り
、単
に
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
機
会
を
維

持
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、多
種
多
様

な
体
験
の
実
現
や
活
動
の
質
向
上
、大

人
も
含
め
た
地
域
ス
ポ
ー
ツ
全
体
の

振
興
や
地
域
活
性
化
な
ど
に
つ
な
が

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
経
緯

　

こ
う
し
た
考
え
方
の
も
と
、ス
ポ
ー

ツ
庁
で
は
、２
０
２
３
年
度
か
ら
’25
年

度
ま
で
を「
改
革
推
進
期
間
」と
位
置

づ
け
、改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。ス

ポ
ー
ツ
庁
の
実
証
事
業
に
取
り
組
む

自
治
体
も
年
々
増
加
し
、’25
年
度
に

は
６
７
０
自
治
体
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
好
事
例
が
生
ま

れ
る
な
ど
、着
実
に
取
り
組
み
が
広

が
って
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、’24
年
８
月
よ
り「
地
域
ス

ポ
ー
ツ・文
化
芸
術
創
造
と
部
活
動
改

革
に
関
す
る
実
行
会
議
」を
開
催

し
、’26
年
度
以
降
の
改
革
の
方
向
性

な
ど
を
有
識
者
に
議
論
い
た
だ
き
、’25

年
５
月
に
は「
最
終
と
り
ま
と
め
」を

ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。同
年
６

月
に
は
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
改
正
さ

れ
、部
活
動
の
地
域
展
開
な
ど
の
根
拠

と
な
る
規
定（
第
17
条
の
２
：
中
学

校
の
生
徒
が
継
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
機
会
の
確
保
）が
創
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
、同
年
12
月
に
は
、

文
部
科
学
省
と
し
て
部
活
動
改
革
に

関
す
る
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
ま
し
た
。

ま
た
、同
年
度

補
正
予
算
お
よ

び
’26
年
度
当
初

予
算
案
に
お
い

て
、ス
ポ
ー
ツ・文
化
芸
術
を
合
わ
せ
て

計
１
３
９
億
円
を
計
上
し
、新
た
な

補
助
金
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

文
部
科
学
省
で

、’25
年
12
月
に

「
部
活
動
改
革
及

地
域
ク
ラ
ブ
活

動
の
推
進
等
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。こ

れ
は
、’26
年
度
か
ら
の「
改
革
実
行
期

間
」に
お
け
る
部
活
動
改
革
の
推
進

な
ど
に
関
し
て
、国
と
し
て
の
基
本
的

な
考
え
方
や
具
体
的
な
取
り
組
み
方

針
な
ど
を
示
す
も
の
で
あ
り
、全
6

章
で
構
成
さ
れ
ま
す
。　

【
第
１
章
】部
活
動
改
革
の
基
本
的
な

考
え
方・方
向
性

•
急
激
な
少
子
化
が
進
む
な
か
で

も
、将
来
に
わ
た
っ
て
生
徒
が
継
続
的

に
ス
ポ
ー
ツ・文
化
芸
術
活
動
に
親
し

む
機
会
を
確
保・充
実

•
学
校
単
位
で
部
活
動
と
し
て
行
わ

れ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ・文
化
芸
術
活
動

を
、地
域
全
体
で
関
係
者
が
連
携
し

て
支
え
、生
徒
の
豊
か
で
幅
広
い
活
動

機
会
を
保
障

•
’26
年
度
か
ら
’31
年
度
ま
で
の
６
年

間
を「
改
革
実
行
期
間
」と
位
置
づ

け
、休
日
に
つい
て
は
、改
革
実
行
期
間

内
に
、原
則
、す
べ
て
の
学
校
部
活
動

に
お
い
て
地
域
展
開
の
実
現
を
め
ざ

す
。平
日
に
つ
い
て
も
各
種
課
題
を
解

決
し
つつ
、さ
ら
な
る
改
革
を
推
進

【
第
２
章
】地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
あ
り

方
お
よ
び
認
定
制
度

•
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
は
、学

校
部
活
動
の
教
育
的
意
義
を
継
承
・

発
展
さ
せ
つ
つ
、地
域
全
体
で
支
え
る

こ
と
に
よ
る
新
た
な
価
値
を
創
出

〈
新
た
な
価
値
の
例
〉

●
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
種
多

様
な
体
験（
マ
ル
チ
ス
ポ
ー
ツ
、ス

ポ
ー
ツ
と
文
化
の
融
合
な
ど
）

●
学
校
な
ど
の
垣
根
を
越
え
た
仲

間
と
の
つ
な
が
り
創
出

●
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
幅
広
い

世
代
と
の
豊
か
な
交
流
な
ど

•
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
、質
の

担
保
な
ど
の
観
点
か
ら
、認
定
制
度

（
国
が
定
め
る
要
件
な
ど
に
沿
って
、市

町
村
な
ど
が
認
定
）を
新
た
に
構
築
。

認
定
を
受
け
た
活
動
は
、公
的
な
支

援
や
大
会・コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
円
滑
な
参

加
な
ど
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
想
定

【
第
３
章
】地
域
展
開
の
円
滑
な
推
進

に
あ
た
っ
て
の
対
応

•
自
治
体
に
お
け
る
体
制
整
備
や
、

国・都
道
府
県・市
区
町
村・地
域
ク
ラ

ブ
活
動
の
運
営
団
体・実
施
主
体
の
役

割
分
担
、生
徒
が
所
属
す
る
中
学
校

と
の
連
携
、関
係
団
体・大
学・民
間
企

業
と
の
連
携
な
ど
に
つい
て
記
載

•
地
域
展
開
を
進
め
る
に
あ
た
って
の

各
種
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、運
営
団

体・実
施
主
体
の
整
備
な
ど
や
指
導
者

の
確
保・育
成
な
ど
6
項
目
に
分
け
て

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
な
ど
を
記

載
。生
徒
の
ニ
ー
ズ
反
映
や
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
へ
の
参
画
促
進
な
ど
の
方
策
に

つい
て
も
記
載

【
第
４
章
】学
校
部
活
動
の
あ
り
方

•
部
活
動
指
導
員
の
配
置
や

部
活
動
数
の
適
正
化
な
ど
、

適
切
な
指
導
・
運
営
体
制
を

整
備

•
暴
力
・
暴
言
・い
じ
め
な
ど

の
根
絶
や
、適
切
な
活
動
時

間・休
養
日
な
ど
の
設
定
、生

徒
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
環

境
の
整
備

【
第
５
章
】大
会・コ
ン
ク
ー
ル

の
あ
り
方

•
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
大
会

参
加
を
さ
ら
に
促
進
す
る
と

と
も
に
、大
会
へ
の
引
率
や
運

営
へ
の
教
師
以
外
の
関
係
者

の
参
画
を
促
進
す
る
な
ど
持

続
可
能
な
体
制
を
整
備

•
生
徒
の
安
全
面
を
考
え
た

大
会
の
開
催
や
生
徒
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
多
様
な
大
会
の

開
催

【
第
６
章
】関
連
す
る
制
度
の

あ
り
方

•
希
望
す
る
教
師
な
ど
が
兼
職
兼
業

の
許
可
を
得
て
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の

指
導
者
と
な
る
こ
と
を
促
進

　

科
学
省

は
、’25
年
度
補
正

予

で
計
82
億

、’26
年
度
当
初
予

算
案
で
計
57
億
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
１
３
９
億

円
と
な
り
、前
年
度
の
２
倍
を
超
え
る

規
模
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
予
算
に

基
づ
き
、新
た
な
補
助
制
度
を
創
設

し
、各
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
を

総
合
的
か
つ
継
続
的
に
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

【
新
た
な
補
助
制
度
の
メ
ニ
ュ
ー
】

（
1
）部
活
動
の
地
域
展
開
・
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
の
推
進

①
休
日
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
動

費
な
ど
の
支
援（
指
導
者
謝
金
、

事
務
局
人
件
費
な
ど
）

②
経
済
的
困
窮
世
帯
の
生
徒
へ
の
支

援（
参
加
費・保
険
料
）

③
推
進
体
制
の
整
備
な
ど（
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
、人
材
バ
ン

ク
設
置
・
運
用
、指
導
者
研
修
、移

動
費
な
ど
）

（
2
）平
日
を
含
め
た
地
域
展
開
な

ど
の
加
速
化
の
た
め
の
重
点
課
題
へ

の
対
応

（
3
）中
学
校
に
お
け
る
部
活
指
導

員
の
配
置
支
援

　

部
科
学
省

お
い
は
、改
革
の

理

や
方
向
性

ど

周
知・広
報
、

新
た
な
補
助
制
度
、相
談
窓
口
の
設

置
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど
を
通

じ
た
自
治
体
へ
の
き
め
細
か
な
支
援

な
ど
に
よ
り
、部
活
動
の
地
域
展
開
な

ど
の
全
国
的
な
実
施
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

部
活
動
の
地
域
展
開
に
あ
た
っ
て

は
、指
導
者
の
確
保・育
成
を
は
じ
め

多
岐
に
わ
た
る
課
題
解
決
を
図
る
必

要
が
あ
り
、地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者

の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。経
験
豊
富

な
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
に
協
力
い
た
だ
く

こ
と
で
、行
政
側
に
は
な
い
新
た
な
視

点
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が
導
入
さ
れ
、よ

り
充
実
し
た
活
動
に
な
る
こ
と
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

部
活
動
の
地
域
展
開
な
ど
は
、地

域
の
関
係
者
が
連
携・協
働
し
、子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
ス
ポ
ー
ツ

環
境
を
未
来
へつ
な
ぐ
取
り
組
み
で

す
。ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
の
皆
さ
ま
方
に

お
か
れ
て
は
、部
活
動
が
直
面
す
る
危

機
を
、子
ど
も
た
ち
、ひ
い
て
は
す
べ
て

の
人
々
に
と
っ
て
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
環

境
を
進
化
さ
せ
る
好
機
に
変
え
る
た

め
、ぜ
ひ
と
も
積
極
的
な
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

部
活
動
の
地
域
展
開
な
ど
の

ツ

●
背
景

背
景
と
経
緯

部
活
動
改
革
に
関
す
る

びは

新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

部
活
動
の
地
域
展
開

算文
な
ど

部 に
係
る

円で
予
算

文
部
科
学
省
の

念文
今
後
の

なに

取
り
組
み

のて
な
ど

【参考：『令和6年度 
地域スポーツクラブ活
動への移行に向けた
実証事業事例集』
（2025年8月スポーツ
庁）】

71   Sport Japan 2026/03-04 Sport Japan 2026/03-04   702026 (c) Japan Sport Association 


